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山本

 

達也

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
第
６
号
で
す
。

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

 

(

有)

フ
ロ
ム
ワ
ン

 

山
本
で
す
。

十
月
に
入
り
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。

私
が
一
年
の
中
で
一
番
好
き
な
季
節
で
す
。

外
回
り
の
中
、
甘
く
漂
う
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
は
、
思
わ
ず
、

顔
に
似
合
わ
ず
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
私
の
足
を
止
め
、

う
っ
と
り
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

な
ど
と
言
っ
て
い
る
間
に
、
気
が
つ
け
ば
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

三
ヶ
月
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

少
し
気
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
良
い
年
で
締
め
く
く
れ
る
よ
う
、

今
か
ら
ス
パ
ー
ト
し
ま
す
！

皆
様
も
、
季
節
の
変
わ
り
目
、
心
地
よ
い
季
節
は
短
い
で
す
。

体
調
な
ど
崩
さ
な
い
よ
う
、
は
り
き
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第１号でも、ご紹介させて頂いた（仕事の思想）田坂広志氏の本です。

いつも田坂氏の著書には、簡潔な文章の中に、深く問いかけられ、

導いてくれるものがあり、迷った時には何度でも読み返してしまいます。

その度に、違った面から感銘を受けます。

巷にあふれている、安易なタイムマネジメントのテクニックの本では

ありません。人間としての最も深い視点から語られています。

レターの最後に、一文をご紹介しますので気になった方は、是非一読を

お勧めします。

ＮＯ.1

おすすめ本

「なぜ、時間を生かせないのか」

田坂

 

広志著

ＰＨＰ研究所

思わず

深呼吸

しちゃいますネ。

http://jp.f37.mail.yahoo.co.jp/ym/ShowLetter?box=Inbox&MsgId=1976_5298869_630_2098_41258_0_11728_54087_3885356234&bodyPart=2&tnef=&YY=95001&order=down&sort=date&pos=0&view=a&head=b&Idx=0


ＮＯ.2

ＮＴＴ

 

ひかり電話の障害について

数回にわたり、ひかり電話についてご案内してきましたが、新聞等でも報じられましたように、

９月１９日～２１日にかけて、通話が大変つながりにくい等の事象が発生しました。

原因としては、サービスを制御しているサーバーのソフトウェアの不具合とのことでした。

また、今回の障害は、ＮＴＴひかり電話に関してのものであり、一般的にプロバイダーが提供して

おります、０５０番号のＩＰ電話とは関係ありません。

ひかり電話の導入にあたっては、このような万が一の障害を想定した上で、ひかり電話とは別に

通話可能な回線を確保する等の検討が必要と思われます。

ＩＰ電話、ひかり電話を検討されている事業所様で、ご相談等ございましたら承りますので、

お気軽にご連絡ください。

＜追伸＞

このニュースレターがお手元に届く頃には、キンモクセイも散り始めていることでしょう。

先日、娘の通う保育園で、散歩中に４人のお友達が亡くなってしまうという悲しい交通事故が

起こってしまいました。

どうか、どうか、くれぐれも、くれぐれも、事故に気をつけてください。

勝手ながら、この場をお借りしてお願いすると共に、皆様とご家族の安全をお祈り申し上げます。

な
ぜ
、
我
々
は
、
時
間
を
大
切
に
で
き
な
い
の
か
。

そ
れ
は
、
我
々
が
、
無
意
識
に
、

「
時

 

間

 

は

 

無

 

限

 

に

 

あ

 

る

 

」

 

と

 

思

 

っ

 

て

 

い

 

る

 

か

 

ら

 

で

 

す

 

。

し
か
し
、
実
は
、
我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間
は
、

無
限
に
は
、
な
い
。

一
人
の
人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間
は
、

た
か
だ
か
八
十
年
。

そ
の
時
間
の
長
さ
を
、

「
無
限
」
と
思
う
か
、

「一
瞬
」
と
思
う
か
。

そ
の

 

「
覚

 

悟

 

」

 

が

 

、

 

問

 

わ

 

れ

 

て

 

い

 

る

 

の

 

で

 

す

 

。

も
し
、
そ
れ
が

 

「一

 

瞬

 

」

 

の

 

ご

 

と

 

き

 

短

 

い

 

時

 

間

 

で

 

あ

 

る

 

と

 

覚

 

悟

 

す

 

る

 

な

 

ら

 

ば

 

、

我
々
は
、
与
え
ら
れ
た
時
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
、
知
る
。

そ
の
と
き
、
我
々
は
、

黙
っ
て
い
て
も
、
時
間
を
大
切
に
使
え
る
よ
う
に
、
な
る
。

人
生
に
は
必
ず

 

「終

 

り

 

」

 

が

 

あ

 

る

 

。

そ
し
て
、
そ
の

 

「
終

 

り

 

」

 

が

 

い

 

つ

 

来

 

る

 

か

 

は

 

、

 

誰

 

に

 

も

 

分

 

か

 

ら

 

な

 

い

 

。

そ
し
て
、
こ
の
人
生
は
、
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
。

そ
の
こ
と
を
、
本
当
に
深
く
覚
悟
す
る
な
ら
ば
、

与
え
ら
れ
た
時
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
は
、

黙
っ
て
い
て
も
、
体
に
沁
み
込
み
ま
す
。
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